
５．６月号

バラ・紫陽花見学

わがんせの野菜達

梅雨の季節になりました。梅雨冷えがあったり、そうかと思えば

翌日は30度近い気温まで上がったり、体調管理も難しいですよね。

雨の日も続きますが、所々でよく見かける紫陽花、雨が降れば顔

をのぞかせる虫達、傘をさし長靴で水溜まりに入って楽しんでいる

小学生達を見ては季節の変化を感じています。

さて、わがんせでは5月27日(土）に第19回NPO法人花梨の家通

常総会が開催され、滞りなく終了しました。

いよいよ本格的な暑い夏が始まります。水分補給をしっかりと摂り

体調管理をはかりたいと思います。 荒尾市にあるバラ園に行って来ました。

バラも綺麗で満開！ふわぁ～と香りが

心地よい気分も癒されます。

また、あじさい公園ではこの時季ピッタリ

の紫陽花も綺麗でした。

避難訓練・消火訓練
避難訓練と消火訓練を実施しました。

屋外への避難も慌てず落ち着いて逃

げる事が出来ました。今回は消火器特

集にしてみました。皆さん、上手に使え

てますね。

前回の通信でもお伝えしました、わがんせの

野菜達。ブロッコリーは良い感じで出来ました。

じゃが芋も大小様々ではありますが、美味しそ

うな男爵イモが収穫できました。

音楽療法
今回の音楽療法は実習生も一緒でした。

みんな表情よく元気に参加されていました。
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健康福祉まつり

母の日・父の日制作

頑張って作ったプレゼン

トと一緒に感謝の気持

ちは伝わったでしょうか？

いつもありがとう！！

6月4日(日）第17回荒尾市健康福祉まつりが、4年ぶりに開催されました。

天候にも恵まれ、大勢の人達で賑わっていました。

食品バザーが出店され、わがんせではフランクフルトと飲み物の販売を

しました。お手伝いして頂いた保護者の方々のおかげで完売する事が

出来ました。ありがとうございました。

名古屋城復元の市民討論会での差別発言について

管理者 飯田 崇史

名古屋市は「史実に忠実な復元」として名古屋城を現在のコンクリートから木造復元を目指し、6月3

日、河村たかし市長も出席して市民討論会「名古屋城の天守閣の復元におけるバリアフリーについて」

を開催しました。そこで飛び交った発言内容が問題となっています。参加した車椅子の男性はエレベー

ターを排除することは「障害者が排除されているとしか思えない」と主張すると、エレベーターは不要

と考える参加された市民の男性は、討論テーマとは関係ない障害者を排除する発言「平等とわがままを

一緒にすんな」や直接的な差別表現を交えて主張しました。そして、市の職員や市長が参加する中、障

害者を排除する発言を誰も静止したり、差別発言を咎めることはありませんでした。さらに一部の市民

からは拍手まであったといいます。

私はこのニュースを知った時、発言をされた車椅子の男性の気持ちを思うと非常にやるせない気持ち

になりました。そして、討論の方向がいつの間にか「復元におけるバリアフリー」から「障害者差別」

へ向かっていて、ほとんどの人はその事に気づいていなかったのではかと考えました。それは、その後

の河村市長が差別的な発言に対して「発言を禁止することは恐ろしい」と答えられていることからも感

じられます。差別発言があり、討論会が障害者差別へ向かっていたと認識されていれば、市長及び市の

職員は差別を容認することは無かったはずです。

差別表現があった事は十分問題ですが、それ以上に問題なのは、差別を行っている当事者及び行政が、

差別を行っている又は容認しているという事を自覚していない事だと考えます。今回の問題点は社会の

根底にある無自覚の差別意識が討論会をきっかけに噴出した事ように感じました。その無自覚の差別意

識の延長線上には、優生保護法による強制不妊手術や津久井やまゆり園の事件があった事を忘れてはい

けません。

創作活動

今日のメニュー
5月から調理室の前に

調理師さん直筆の献立

が掲示されています。

ちょっとしたイラストも

入り、どこかのお店みたい

ですね。

6月と言えば

紫陽花。かわい

く出来上がり

ました。

抽選会で

商品ゲット！

ポテトやフランクフルト

好きな飲み物。給食前

なので軽めにいただ

きました。

お手伝いに来られ

てたお母様と一緒に！


